
特
集 

《5》 

「
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
」づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

③ 

自
治
会
町
内
会
で
の
新
た
な「
つ
な
が
り
」づ
く
り

つ

な

が

り

を

探

る

１ 

　 

自
治
会
町
内
会
と
は

　

自
治
会
町
内
会
と
は
、
何
で
あ

ろ
う
か
。

　

名
称
こ
そ
違
う
が
日
本
に
は
、

約
２
９
５
，０
０
０
の
自
治
会
・
町

内
会
組
織
が
あ
る
。
横
浜
市
町
内

会
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

「
一
定
の
地
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
起
こ
る
様
々
な
課
題

を
解
決
し
、
住
民
相
互
の
親
睦
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
自
主
的
に
組

織
さ
れ
た
住
民
団
体
」
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
自
治
会

町
内
会
は
自
主
的
な
活
動
の
み
で

な
く
、
地
域
の
防
犯
・
防
災
活
動

を
は
じ
め
、
美
化
活
動
な
ど
公
共

的
な
活
動
に
も
行
政
と
協
働
で
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

２ 

　 

自
治
会
町
内
会
の
加
入
率

　

横
浜
市
の
最
新
の
自
治
会
町
内

会
の
加
入
率
（
平
成
23
年
４
月
１

日
）
は
77
・
２
％
で
あ
る
。（
表
１
）

未
調
査
の
都
市
も
あ
る
が
、
政
令

市
の
中
で
は
か
な
り
高
い
数
字
と

な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
都
筑
区
の
加

入
率
は
63
・
２
％
と
横
浜
市
18
区

で
最
も
低
い
。
都
筑
区
は
平
成
６

年
に
誕
生
し
た
最
も
新
し
い
区
の

１
つ
で
あ
る
が
、
当
初
、
約
11
万

人
の
人
口
が
現
在
で
は
約
20
万
５

千
人
と
平
均
す
る
と
毎
年
５
千
人

以
上
の
急
激
な
人
口
増
加
と
な
っ

て
い
て
、
区
民
の
平
均
年
齢
も

38
・
７
歳
と
18
区
で
一
番
若
い
区

で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
加

入
率
の
低
い
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
21
年

度
に
実
施
し
た
「
都
筑
区
区
民
意

識
調
査
」
に
よ
る
と
「
自
治
会
町

内
会
に
入
っ
て
い
な
い
理
由
」
と

し
て
、「
特
に
勧
誘
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
」、「
入
ら
な
く
て
も
特
に
困

ら
な
い
か
ら
」、「
加
入
方
法
が
よ

く
分
か
ら
な
い
か
ら
」、「
活
動
す

る
時
間
が
な
い
か
ら
」、「
住
ん
で

い
る
地
域
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
自
治

会
組
織
が
な
い
か
ら
」
と
い
う
理

由
が
上
位
に
挙
が
っ
て
い
る
（
表

２
）。
つ
ま
り
、
転
入
者
が
多
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
転
入
者
と
自
治

会
町
内
会
の
接
点
が
少
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

３ 

　  

都
筑
区
の
自
治
会
町
内
会
の

加
入
促
進
の
取
組

　

横
浜
市
が
、平
成
20
年
度
に
行
っ

た
「
自
治
会
町
内
会
・
地
区
連
合

町
内
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
」

に
よ
る
と
、
自
治
会
町
内
会
の
運

営
上
の
課
題
と
し
て
、「
役
員
の
成

り
手
が
少
な
い
」、「
役
員
の
高
齢

化
」、「
会
員
の
高
齢
化
」、「
役
員

の
負
担
が
重
い
」、「
特
定
会
員
し

か
関
わ
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
が

上
位
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
表
３
）。

都
筑
区
は
、
自
治
会
町
内
会
の
加

執
筆星

野　

尊

都
筑
区
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
長
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表１　政令指定都市の自治会町内会加入率
 （平成23年度公表数値）

順位 都　市 加入率
1 浜 松 市 95.9％
2 新 潟 市 94.6％
3 静 岡 市 87.1％
4 岡 山 市 86.1％
5 仙 台 市 85.4％
6 横 浜 市 77.2％
7 北 九 州 市 73.4％
8 札 幌 市 72.4％
9 千 葉 市 71.8％
10 京 都 市 69.8％
11 さ い た ま 市 68.5％
12 川 崎 市 66.0％
13 大 阪 市 65.7％
14 広 島 市 65.6％
15 堺 市 64.6％
16 相 模 原 市 59.1％

※ 　名古屋市、神戸市、福岡市については、未調
査のためデータなし

表２　自治会町内会に入っていない理由

表３　自治会町内会の運営上の課題



入
率
が
低
い
状
況
と
と
も
に
、
他

の
自
治
会
町
内
会
と
同
様
に
「
役

員
の
高
齢
化
」
や
「
担
い
手
不
足
」

に
よ
り
、
地
域
活
動
の
縮
小
や
地

域
意
識
の
希
薄
化
な
ど
か
ら
、
将

来
的
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

崩
壊
が
危
惧
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
め
、
21
年
度
の
区
政
運

営
方
針
に
お
い
て
、
18
区
に
先
駆

け
て
「
自
治
会
町
内
会
の
加
入
世

帯
の
増
加
」
を
目
標
と
し
、
①
「
自

治
会
町
内
会
の
加
入
促
進
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
」（
写
真
１
）
を
作
成
し
、

住
民
登
録
時
や
母
子
手
帳
交
付
時

に
、
ま
た
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
配
布
、
さ
ら
に
は
各
委
嘱
団
体

や
宅
建
協
会
北
部
支
部
へ
の
配
布

依
頼
、
②
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
の

管
理
会
社
や
管
理
組
合
と
接
触
し
、

自
治
会
の
設
立
に
向
け
た
協
力
な

ど
、
加
入
世
帯
の
増
加
に
向
け
て

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
当
初
は
行
政
が
行
う
加

入
促
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

す
べ
て
の
自
治
会
町
内
会
長
が
協

力
的
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、様
々
な
機
会
を
捉
え
、

自
治
会
町
内
会
の
会
議
等
で
加
入

促
進
を
訴
え
て
き
た
と
こ
ろ
、
今

で
は
、
多
く
の
自
治
会
町
内
会
で

自
主
的
に
加
入
促
進
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
て

３
年
経
つ
が
、
加
入
世
帯
数
、
加

入
率
と
も
に
上
昇
の
兆
し
が
見
ら

れ
る
（
表
４
）。

　

一
方
で
、自
治
会
町
内
会
で
は
、

役
員
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
等

の
課
題
は
残
っ
て
い
る
が
、
自
治

会
町
内
会
活
動
の
活
性
化
や
地
域

の
つ
な
が
り
を
強
め
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
会
町
内
会
に
合
っ

た
独
自
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
次
に
区
内
の
自
治
会
町
内

会
活
動
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

４ 
　  

高
山
自
治
会
の
事
例　

〜
若

い
世
代
の
自
治
会
活
動
へ
の

参
加
〜

　

高
山
自
治
会
は
、
市
営
地
下
鉄

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
都
筑
ふ
れ
あ
い

の
丘
駅
近
く
に
位
置
す
る
自
治
会

で
あ
る
。

　

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
開
通
と
と

も
に
人
口
が
急
激
に
増
加
し
、
住

民
の
平
均
年
齢
が
若
く
、
賃
貸
住

宅
に
住
む
住
民
の
割
合
が
高
い
こ

と
か
ら
、
自
治
会
活
動
を
す
る
上

で
決
し
て
条
件
が
良
く
な
い
。
自

治
会
役
員
の
多
く
は
女
性
で
、
平

均
年
齢
は
40
歳
代
と
い
う
状
況
で

あ
る
。

　
「
賃
貸
住
宅
の
住
民
は
自
治
会
活

動
に
無
関
心
」、「
１
年
生（
若
い
）

役
員
ば
か
り
で
活
動
が
で
き
る
は

ず
が
な
い
」と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、

現
在
い
る
人
材
を
活
か
し
て
活
動

す
る
た
め
に
、
役
員
の
任
期
は
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
１
年
と
し
、

役
員
交
代
の
際
に
は
十
分
な
引
継

ぎ
が
で
き
る
よ
う
毎
年
３
〜
５
月

を
引
継
ぎ
月
間
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
役
員
の
平
均
年
齢
が
若
く
、

働
い
て
い
る
人
や
子
ど
も
が
い
る

人
も
多
い
た
め
、
定
例
の
役
員
会

（
写
真
２
）
は
毎
月
１
回
日
曜
日
の

午
前
中
に
開
き
、
基
本
的
に
は
夜

間
の
会
議
を
行
わ
な
い
。
ま
た
、

自
治
会
の
行
事
（
夏
祭
り
、
餅
つ

き
大
会
等
）
も
役
員
経
験
者
を
含

め
た
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
運

営
す
る
な
ど
未
経
験
者
で
も
フ
ォ

ロ
ー
さ
れ
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
の
結
果
、
現
在
で
は
自
治
会

会
員
の
約
３
割
が
役
員
経
験
者
と

な
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
、
役

員
を
や
る
こ
と
で
「
顔
見
知
り
が

増
え
た
」、「
輪
番
制
な
の
で
お
互

い
さ
ま
と
い
う
気
持
ち
で
活
動
が

で
き
る
」、「
家
族
ぐ
る
み
で
地
域

の
人
達
と
知
り
合
え
る
」
な
ど
良

い
結
果
が
表
れ
て
い
る
。

　

若
い
人
が
自
治
会
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
若
い
人
の
意
見
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
地
域
活
動
が
行
わ

れ
、
ま
た
、
若
い
人
同
士
の
顔
見

知
り
も
増
え
る
こ
と
か
ら
地
域
が

活
性
化
し
て
い
る
。

５ 

　  

茅
ケ
崎
南
Ｍ
Ｇ
Ｃ
連
合
自
治

会
の
事
例　

〜
連
合
自
治
会

と
し
て
の
取
り
組
み
〜

　

自
治
会
町
内
会
活
動
は
、
区
域

を
越
え
た
近
接
の
別
の
自
治
会
等

と
活
動
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
相

互
に
協
力
や
連
携
を
図
る
た
め
連

合
体
を
組
織
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
都
筑
区
で
も
15
の
連
合
自
治

会
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
茅
ケ
崎
南
Ｍ
Ｇ
Ｃ
連
合
自
治
会

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　

茅
ケ
崎
南
Ｍ
Ｇ
Ｃ
連
合
自
治
会

は
、
平
成
６
年
に
設
立
さ
れ
た
連

合
自
治
会
で
、市
営
地
下
鉄
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
ン
の
セ
ン
タ
ー
南
駅
と
都

筑
ふ
れ
あ
い
の
丘
駅
の
間
に
あ
る

メ
ゾ
ン
ふ
じ
の
き
台
自
治
会
（
平

成
元
年
設
立
）、
ク
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ

自
治
会
（
元
年
設
立
）、
港
北
ガ
ー

デ
ン
ホ
ー
ム
ズ
自
治
会
（
３
年
設

立
）、
ル
ネ
サ
ン
ス
ガ
ー
デ
ン
セ
ン

タ
ー
南
自
治
会
（
18
年
設
立
）
の

４
つ
の
自
治
会
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
活
動
以
外

に
も
、
連
合
自
治
会
と
し
て
の
活

動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
一
例
と
し
て
、毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
夏
祭
り
「
夕
涼
み
会
」
が

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
で
行

わ
れ
た
お
祭
り
を
連
合
自
治
会
が

設
立
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、「
子

ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
よ
う
な
お
祭
り

を
一
緒
に
開
催
し
よ
う
。」
と
い
う

こ
と
で
７
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
各

自
治
会
だ
け
で
な
く
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
や
子
ど
も
会
、
青
少
年
指
導

員
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
、
近
隣
小
学
校

や
中
学
校
な
ど
様
々
な
関
係
者
が

企
画
段
階
か
ら
話
し
合
い
に
出
席

35■ 特集・つながりを探る
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し
実
施
し
て
い
る
。
今
で
は
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
始
ま
っ
た
頃
は
小
さ

か
っ
た
子
ど
も
が
大
人
に
な
り
、

里
帰
り
を
し
て
お
祭
り
に
参
加
す

る
な
ど
「
ふ
る
さ
と
意
識
」
が
培

わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
３
月
に
、
防
災
に

役
立
つ
情
報
誌
と
し
て
防
災
情
報
、

医
療
機
関
、
そ
の
他
子
ど
も
や
高

齢
者
に
関
す
る
地
域
情
報
等
が
掲

載
さ
れ
た
「
茅
ケ
崎
南
Ｍ
Ｇ
Ｃ
地

区　

暮
ら
し
の
便
利
帳
」（
写
真
３
）

を
連
合
自
治
会
と
し
て
作
成
し
、

全
戸
配
布
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

10
月
に
は
、
地
域
防
災
拠
点
や
単

位
町
内
会
と
し
て
で
は
な
く
、
連

合
自
治
会
と
し
て
防
災
訓
練
を

行
っ
た
。
内
容
と
し
て
は
、
①
全

戸
安
否
確
認
、
②
第
一
次
避
難
場

所
（
マ
ン
シ
ョ
ン
広
場
等
）
へ
の

参
集
、
③
消
火
訓
練
・
煙
体
験
、

④
応
急
処
置
訓
練
、
⑤
車
椅
子
と

怪
我
人
の
搬
送
訓
練
、
⑥
炊
き
出

し
訓
練
な
ど
集
合
住
宅
と
い
う
こ

と
を
意
識
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
会
が
連
携
し
て
訓
練
を

行
っ
て
い
る
。

　

茅
ケ
崎
南
Ｍ
Ｇ
Ｃ
連
合
自
治
会

も
働
い
て
い
る
方
が
多
く
、ま
た
、

「
役
員
に
な
る
と
大
変
だ
」
と
い
う

声
を
よ
く
聞
く
た
め
、
役
員
の
役

割
を
分
散
さ
せ
た
り
、
様
々
な
会

議
を
一
度
に
行
う
な
ど
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
工
夫
を
し
て
い
る
。

６ 

　  

立
川
市
大
山
自
治
会
の
取
り

組
み 

〜
先
進
的
な
事
例
〜

　

昨
年
、
都
筑
区
の
自
治
会
町
内

会
長
研
修
に
お
い
て
、
東
京
都
立

川
市
大
山
自
治
会
の
佐
藤
良
子
会

長
を
講
師
と
し
て
お
呼
び
し
た
。

先
進
的
か
つ
特
徴
的
な
自
治
会
活

動
の
取
り
組
み
と
し
て
大
山
自
治

会
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　

大
山
自
治
会
が
あ
る
立
川
市
は
、

人
口
は
約
18
万
人
、
面
積
が
24
・

38
㎢
で
緑
区
と
同
規
模
の
市
で
あ

る
。
都
心
か
ら
の
交
通
の
便
は
良

く
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
気

が
あ
り
、
毎
年
人
口
が
増
え
続
け

て
い
る
。
そ
の
中
で
大
山
自
治
会

は
、
国
営
昭
和
記
念
公
園
の
北
側

に
あ
る
「
都
営
上
砂
町
一
丁
目
ア

パ
ー
ト
（
通
称
：
大
山
団
地
）」
で

組
織
し
て
い
る
自
治
会
で
、
27
棟

に
１
，３
０
０
世
帯
、３
，１
０
０
人

が
居
住
し
て
お
り
、
自
治
会
加
入

率
は
１
０
０
％
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

特
徴
的
な
活
動
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
る
。

❶
住
民
登
録

　

自
治
会
の
住
民
把
握
と
し
て
、

非
常
時
に
備
え
全
世
帯
の
名
簿
を

作
成
し
て
い
る
。
名
簿
の
記
載
欄

と
し
て
、「
家
族
構
成
」
や
「
自
転

車
や
車
両
の
保
有
」、「
動
物
の
飼

育
」
の
ほ
か
、
高
齢
者
率
が
約

30
％
と
高
い
こ
と
か
ら
「
緊
急
連

絡
先
」
欄
が
あ
り
、
緊
急
時
に
親

族
等
と
連
絡
が
取
る
こ
と
が
で
き

る
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

❷
担
い
手
づ
く
り

　

自
治
会
の
３
役
は
会
長
以
下
、

副
会
長
５
名
、会
計
２
名
か
ら
な
っ

て
お
り
、
こ
の
８
名
の
役
員
の
選

定
に
つ
い
て
は
、
30
代
か
ら
70
代

の
年
代
別
に
推
薦
投
票
を
行
う
。

こ
の
た
め
、
若
い
人
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
各
世
代
か
ら
役
員
を
出
し

て
い
る
。
ま
た
、
自
治
会
活
動
に

お
い
て
、
多
く
の
女
性
や
若
い
方

の
参
画
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て

お
り
、
多
く
の
方
が
自
治
会
活
動

に
携
わ
っ
て
い
る
。

❸
子
育
て
支
援

　

平
成
11
年
に
子
育
て
の
悩
み
相

談
や
一
時
保
育
な
ど
を
支
援
す
る

た
め
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
し
て
「
大
山
Ｍ
Ｓ
Ｃ
（
マ
マ
さ

ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）」
を
設
立

し
た
が
、
現
在
は
、
高
齢
者
支
援
、

虐
待
防
止
、外
国
人
支
援
な
ど
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

❹
高
齢
者
の
見
守
り

　

日
常
の
住
民
同
士
の
見
守
り
活

動
だ
け
で
な
く
、
自
治
会
費
は
必

ず
各
戸
を
訪
問
し
て
徴
収
す
る
と

と
も
に
安
否
を
確
認
す
る
こ
と
や

新
聞
配
達
、東
京
電
力
、東
京
ガ
ス
、

水
道
局
な
ど
各
戸
を
訪
問
す
る
人

に
も
、
住
民
に
変
化
が
あ
っ
た
場

合
は
通
報
し
て
も
ら
う
協
力
体
制

が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

❺「
終
焉
ノ
ー
ト
」と
葬
儀
の
支
援

　
「
遺
言
に
関
す
る
こ
と
」、「
葬
儀

に
関
す
る
こ
と
」、「
医
療
に
関
す

る
希
望
」、「
危
篤
、
死
亡
時
に
連

絡
し
て
欲
し
い
人
」
な
ど
、
自
分

が
死
に
直
面
し
た
際
に
家
族
等
に

残
し
て
お
く
べ
き
こ
と
を
記
録
す

る
「
終
焉
ノ
ー
ト
」
を
自
治
会
で

作
成
し
、販
売
し
て
い
る
。
ま
た
、

大
山
自
治
会
で
は
、
個
人
で
葬
儀

を
行
う
に
は
負
担
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、会
場
の
提
供
や
会
場
設
営
、

葬
儀
の
運
営
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

葬
儀
に
お
い
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
を
し
て
い
る
方
々
が
、
葬
儀

の
進
行
や
参
列
者
の
世
話
な
ど
を

手
伝
っ
て
い
る
。

❻
収
入
の
確
保

　

多
く
の
自
治
会
は
、
自
治
会
費

や
行
政
に
よ
る
補
助
金
を
も
と
に

活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
大
山
自

治
会
で
は
そ
れ
以
外
に
公
園
や
有

料
駐
車
場
の
管
理
清
掃
業
務
を
受

託
し
て
お
り
、
年
間
約
１
，５
０
０

万
円
の
予
算
で
自
治
会
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
自
治
会
で
、
住
民

の
雇
用
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

稼
い
だ
お
金
を
自
治
会
活
動
の
た

め
に
使
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
事
例
以
外

36 調査季報 vol.170・2012.3 ■

写真２　日曜午前中開催の高山自治会役員会写真３　茅ヶ崎南ＭＧＣ地区 暮らしの便利帳



に
も
、
他
の
自
治
会
で
行
っ
て
い

る
よ
う
な
活
動
（
お
祭
り
、
防
災

訓
練
、体
育
祭
等
）も
行
っ
て
い
る
。

　

大
山
自
治
会
は
、
自
治
会
長
の

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
あ
る
が
、

会
長
が
自
治
会
用
携
帯
電
話
を
持

ち
住
民
か
ら
の
相
談
を
24
時
間
受

け
付
け
る
と
と
も
に
、
自
治
会
事

務
所
を
週
３
日
開
い
て
相
談
を
受

け
や
す
い
体
制
を
つ
く
り
、
住
民

か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い

る
。
以
上
の
よ
う
に「
ゆ
り
か
ご
」

か
ら
「
墓
場
」
ま
で
各
世
代
を
支

援
す
る
様
々
な
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
で
自
治
会
の
必
要
性
が
実
感

さ
れ
、
住
民
に
と
っ
て
の
自
治
会

の
存
在
価
値
を
高
め
て
い
る
。
結

果
と
し
て
、
個
々
の
住
民
の
参
加

意
識
が
高
く
な
り
、
組
織
体
制
が

し
っ
か
り
し
、
活
動
が
さ
ら
に
活

発
に
な
る
と
い
う
良
い
サ
イ
ク
ル

が
出
来
て
い
る
。

７ 

　 

ま
と
め

　

自
治
会
町
内
会
活
動
と
い
う
と
、

「
人
づ
き
あ
い
や
役
員
が
面
倒
臭

い
」、「
会
費
が
も
っ
た
い
な
い
」、

「
何
を
や
っ
て
い
る
か
分
ら
な
い
」、

「
自
治
会
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
な

い
」
な
ど
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
る
人
も
多
い
。

　

し
か
し
、
自
治
会
町
内
会
は
、

防
犯
灯
や
ご
み
集
積
場
の
維
持
管

理
、
お
祭
り
や
運
動
会
等
の
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
、地
域
の
清
掃
活
動
、

広
報
等
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
自
治
会
町

内
会
活
動
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
時
、
被

災
地
で
は
避
難
所
の
運
営
を
自
治

会
が
自
主
的
に
運
営
し
て
い
る
多

く
の
事
例
が
あ
っ
た
。
市
内
で
も

震
災
時
に
自
治
会
町
内
会
が
中
心

と
な
り
、
地
域
の
被
害
確
認
や
自

治
会
町
内
会
館
を
避
難
所
と
し
て

提
供
す
る
な
ど
協
力
し
て
い
る
事

例
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
震
災

以
降
、
自
治
会
町
内
会
の
機
能
が

見
直
さ
れ
て
き
て
お
り
、
自
治
会

町
内
会
へ
の
加
入
や
問
い
合
わ
せ

の
増
加
、
さ
ら
に
は
新
た
な
自
治

会
町
内
会
も
設
立
し
て
い
る
。

　

地
域
の
活
性
化
と
い
う
と
「
人

が
集
ま
る
こ
と
」
＝
「
交
通
網
の

発
展
、
企
業
や
商
業
施
設
等
の
立

地
、
住
宅
建
設
等
」
を
考
え
る
。

し
か
し
、
人
口
が
増
加
し
た
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
こ
に
居
住
し
て
い

る
住
民
関
係
が
希
薄
な
場
合
、
地

域
が
活
性
化
し
て
い
る
と
は
い
え

な
い
。
都
筑
区
は
、
平
成
６
年
の

分
区
当
時
、
自
治
会
町
内
会
数
は

81
団
体
で
あ
っ
た
が
、
24
年
１
月

１
日
現
在
１
１
８
団
体
と
な
っ
た
。

地
域
住
民
が
自
治
会
町
内
会
を
必

要
と
認
め
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
自

治
会
町
内
会
数
は
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し
、
自
治
会
町
内
会
数
が
増

え
る
だ
け
で
は
、
地
域
の
活
性
化

に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
地
域
に
居

住
し
て
い
る
住
民
の
協
力
体
制
が

あ
っ
て
こ
そ
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
く
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
自
治

会
町
内
会
の
加
入
世
帯
を
増
や
す

こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
行

政
と
地
域
が
一
体
と
な
り
、
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

各
自
治
会
町
内
会
は
、
今
回
、

事
例
と
し
て
あ
げ
た
よ
う
に
、
地

域
活
動
に
お
い
て
そ
の
地
域
の
人

材
を
生
か
す
工
夫
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
も
地
域
住
民
が
参
加

す
る
工
夫
や
仕
組
み
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
最
初
の

活
動
と
し
て
、
そ
の
地
域
で
関
心

が
あ
る
こ
と
を
中
心
に
行
い
、
そ

こ
か
ら
他
の
活
動
に
波
及
さ
せ
る

こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
今

回
の
東
日
本
大
震
災
は
、
多
く
の

人
の
防
災
意
識
を
高
め
て
お
り
、

震
災
を
契
機
に
自
治
会
町
内
会
を

設
立
し
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら

れ
る
。
ま
た
、「
こ
ど
も
青
少
年
」、

「
高
齢
者
」、「
美
化
」
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
が

あ
る
が
、
ま
ず
は
、
課
題
解
決
の

た
め
に
地
域
住
民
が
集
ま
る
こ
と

も
、
活
動
の
第
一
歩
で
あ
る
。

　

最
後
に
行
政
の
姿
勢
と
し
て
、

自
治
会
町
内
会
活
動
は
任
意
の
団

体
が
行
っ
て
い
る
た
め
、「
必
要
以

上
の
こ
と
を
す
る
必
要
は
な
い
」

と
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
実
際
に
は
、
地
域
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
自
治
会
町
内
会

の
協
力
は
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、

自
治
会
町
内
会
に
対
し
て
行
政
は

多
く
の
こ
と
を
依
頼
し
て
い
る
。

自
治
会
町
内
会
の
理
解
が
な
け
れ

ば
、
行
政
の
業
務
は
立
ち
行
か
な

く
な
る
こ
と
も
多
々
あ
る
。

　

横
浜
市
で
は
昨
年
３
月
に
「
横

浜
市
地
域
の
絆
を
は
ぐ
く
み
、
地

域
で
支
え
合
う
社
会
の
構
築
を
促

進
す
る
条
例
」が
制
定
さ
れ
た
が
、

こ
の
条
例
は
「
地
域
活
動
の
促
進

を
図
り
、地
域
の
絆
を
は
ぐ
く
み
、

地
域
で
支
え
合
う
社
会
の
構
築
を

促
進
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
条
例
の
中
で
、「
市

の
責
務
」
や
「
市
職
員
の
責
務
」

も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
行
政
と
し

て
、
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
、

地
域
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

自
治
会
町
内
会
は
大
切
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
積
極
的
に
地

域
に
出
て
い
き
、
知
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
地
域
に

と
っ
て
本
当
に
必
要
な
支
援
を
見

極
め
、
連
携
や
協
力
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
、こ
れ
か
ら
よ
り
一
層
、

重
要
に
な
っ
て
く
る
。
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